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古
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‘
人
口
五

万
人
公
燃
の
州
市
柏
町
村
が
年
務
ニ

湾問げ
J

です。

今
年
持
品
、
同
勢
線
骨
盤
の
お
?
に

あ
た
与
を
F
申
で
、
十
月
一
詩

現
在
で
人
口
滋
交
が
行
な
わ
れ

ま
す
が
、
今
の
免
措
地
し
で
は
且

流
万
人
に
ゆ
鐙
し
な
い
と
険
制
開

寄
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
は
滋
夜
漁
り
あ
州
問

一
一
一
白
丹
と
な
ち
ま
す
。

し
か
し
、
双
方
人
を
越
え
、

な
お
か
つ
仰
防
相
慨
に
公
ぶ
さ
れ
ま

すと‘

FJT暖
か
ら
中
市
民
税
均

等
制
鱗
が
、
現
在
の
年
相
関
…
引
関
汚

か
ら
間
関
否
問
H

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
出
時
災
訓
棋
の
均
等
制
糊
は

今
ま
で
満
期
争
‘
判
肉
的
で
す
。

幅
減
後
つ
け
よ
う

役
所
を
奮
く
場
合

中
市
に
な
っ
て
一
戸
惑
う
り
が
、

手
紙
な
ど
の
住
陪
刷
機
の
こ
と
で

す
。
先
先
ま
で
は
、
自
分
の
総

務
を
議
く
の
に
千
淡
斜
京
総
帥
脚

部
我
悩
綿
子
待
、

:
i
:
と
書
い

て
お
哲
ま
し
た
が
、
市
と
な
っ

た
今
で
は
、
千
葉
岡
崎
税
制
問
子
山
市

:
主
な
れ
ソ
ま
す
。
中
市
以

下
は
今
a
時過
F
でず。

す
な
わ
ち
ゅ
巾
ぽ
務
に
綴
し
ま

せ
ん
で
す
か
ら
今
日
か
ら
は
同
例

議
れ
な
い
よ
う
お
互
い
に
気
安

付
け
た
い
も
の
で
す
。



。
処
分
す
る
土
総
お
よ
び
泌

総金
融
制
制
緩
お
側
関
綿
一
民
十
区
函
一

九
約
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
市
属
国
出

掛
撚
甫
閉
鎖
地
区
一
一
昨
体
制
側
一
一
一
玄
二
平

方
メ
i
ト
ル

。
入
札
日
待
お
よ
び
務
所

V
日
時
七
月
二
十
三
日
H

午
後

二
時

V
場
一
波
紋
惜
悌
子
町
中
央
公
民

銭
品
目
入
札
参
加
謝
申
し
込
み

入
札
潮
時
の
総
長
〈
約
時
槻
臨
時

お
よ
び
土
際
日
の
午
後
は
肱
聞

く
〉
ま
で
祭
ゆ
り
付
げ
ま
す
。

入
札
滋
畑
山
市
申
し
込
み
は
無
料

で
す
。な

お
、
淡
慌
明
帯
地
内
そ
の
他
添

加
制
に
つ
い
て
は
東
我
孫
子
燃
や
和

制
閥
的
掛
川
久
市
土
台
区
商
議
澱
浅
場
事

務
部
出
〈
緩
綴
八
二
局
O
八
一
一

番
)
に
お
総
ね
く
だ
さ
い
。

金 護実

5，015.∞8 
5，015，000 
5，520，∞0 

5，130，0由9
3 ， O~号， 000

3，484，(真。号
4，400，∞骨
4，270，∞9 

4，760，∞0 
4.275，(奴lO

3，480，号ぬ

第
七
囲
目
の
保
留
地
処
分

668 

分霊芸保留地処分一覧表

議
営
資
金
充
当
り
た
め

開
制
が
完
備
容
れ
、
公
開
問
施
設
、

運
動
公
園
、
悶
ん
榔
麟
品
以
樹
側
、
緑
地

帯
な
ど
一
・
七
一
へ
タ
タ
ー
ル

〈
約
笠
J
T
坪
)

H

伊
藤
波
に
削
郎
総

書
れ
、
文
化
抽
出
な
占
市
街
地
一
と
し

て
ふ
容
が
し
い
滋
線
的
な
務
+
市

計
遜
に
そ
っ
て
総
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

。
分
譲
方
法

新
時
期
成
地
区
内
に
は
、
蜘
町
が

一
般
に
発
守
山
闘
し
す
る
土
地

〈
保
街
地
}
が
約
コ
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
〈
品
料
b
b

手
紙
日
向
附
昨
〉
湿

度
造
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ソ
ま

す
が
、
こ
の
土
地
は
品
m
w
総出
nwμ

後
復
し
て
お

p
ま
す
の
で
。
之

官
学
が
閥
均
了
し
た
鉱
績
か
ら
綴
次

終
分
い
た
し
ま
す
。

処
分
は
縁
側
関
と
し
て
一
鐙
の

区
域
内
の
土
総
に
つ
い
て
叫
ん
殻

簸
争
入
札
母
方
法
に
よ
り
行
な

広
大
な
荻
持
協
ゆ
供
給
が
品
調
々
と
整

備
さ
れ
て
お
哲
ま
ナ
。

品
昭
商
掠
品
単

こ
の
地
区
は
留
鉄
常
務
副
概
v
h

机
削
っ
た
減
M

綿
子
孫
・
ゑ
手
叡
の

中
間
間
に
あ
る
九
日
凶
抗
措
で
山
科
持
代
制
問

地
帯
の
平
た
ん
な
と
こ
ろ
で
、

区
画
の
官
民
総
は
ゴ
ル
ツ
場
‘
北

側
は
割
判
怒
川
市

a

筑
波
山
h
M
帥眺め

ら
れ
往
定
地
と
し
て
常
時
潜
哨
明
日
付
撚

…
の
好
条
件
げ
に
恵
ま
れ
て
品
。
号

室
ナ
。

@
迭
成
計
一
関

こ
の
新
弛
謡
曲
品
抗
措
は
鵡
慨
し
い
叩
飢

餓
広
場
(
弱
積
二
千
刷
悶
衡
平
方

メ
ー
ト
ル
〉
を
中
心
に
広
い
削
納

品
附
メ
イ
Y
ス
ト
ヲ

l
ト
(
弱
気

十
八
メ
ー
ト
ル
〉
を
南
北
に
泰

懇
の
開
討
の
よ
う
に
附
腕
制
剤
返
し
く

交
差
す
る
幹
線
文
総
齢
倒
的
路
大
小

必
の
わ
せ
て
七
十
プ
協
絞
め
後
的
附

町
が
祉
関
刊
行
し
て
お
守
ま
す
天

主
ム
口
土
地
区
溺
時
慰
謝
税
務
惜
鮮
は
、

滋
償
資
金
に
ふ
先
議
す
る
た
め
線

七
際
問
討
の
土
絵
公
夜
処
分
を
お

と
な
い
ま
す
こ
の
事
業
の
内

容
と
ゑ
柏
崎
品
。
淡
の
方
法
に
つ
い

日
て
お
綴
ら
せ
し
ま
す

わ
川
区
一
淘
盤
線
は
級
品
ぬ
な
中
市
山
関
一
線

バ
寸
の
議
成
を
目
的
k
し
て
行
な
わ

紛
れ
ま
す
が
ー
こ
れ
に
よ
っ
て
滋

治
路
、
広
場
、
公
開
問
な
ど
が
り
つ

寸
ば
に
後
綴
さ
れ
宅
絡
が
整
捻
と

一
区
}
倍
さ
れ
て
災
問
m獲
が
一
段
と

一
高
め
ら
れ
ま
す

d

沼
入
手
ム
ム
ロ
土
地
区
一
樹
齢
賦
制
職
務
幾

…
砕
い
、
本
町
の
ほ
ほ
中
心
に
後
緩

…
ず
る
般
市
絡
み
八
王
合
総
筏
に
用
問
欽

…
索
然
楠
燃
の
新
鋭
を
期
開
設
し
回
線

こ
品
別
な
新
治
郎
関
柏
崎
宏
期
間
思
判
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
淡
夜
伽
叫
が
夜

F
綴
整
理
に
よ
る
工
事
食
品
刷
工
中

'
で
あ
号
制
服
主
太
陽
に
緩
ま
れ
た

あ一

Ab 

&
H
 

E
同

開
口フ七

月
一
呂
市
綴
施
行
主
閥
抗
吋

に
蝋
欄
札
弘
泰
務
所
を
設
援
し
ま
し

た
。
と
れ
に
よ
り
厚
生
理
開
時
弘
次

む
よ
う
に
畿
税
制
分
象
が
変
更
さ

れ
。
同
開
民
同
時
蹴
隅
然
険
事
務
と
関

民
年
金
事
務
安
行
な
い
ま
す
。

惜
閉
校
事
務
所
に
お
い
て
は
、

総
務
保
櫨
持
法
、
児
童
福
校
抽
出
、

母
子
磁
校
法
、
老
人
福
祉
法
、

身
体
燃
綾
瀬
咽
綴
校
法
、
精
神
薄

弱
者
議
後
淡
に
燦
め
ら
れ
た
援

護
、
育
成
、
更
正
悌
捕
後
な
い
た

し
ま
す
。

市
制
に
よ
り
福
祉
事
務
所
設
霞

お
図
リ
の
方
は
途
融
機
な
く
拙
相
談
を

契
約
を
五
日
以
内
に
械
抑
的
鰯
し
、

滞
情
札
制
山
綴
の
二
割
を
契
約
鼠
仲
村
料

品
蹴
と
し
て
数
人
し
て
い
た
だ
者

ま
す
。

@
芳
賀
代
金
の
納
入

発
案
枠
内
金
は
土
仙
期
発
制
調
契
約

拙
制
緩
め
g
H
か
ら
一
一
一
十
日
以
内
v
h

念
綴
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
@と

の
嚇
明
令
制
問
仇
初
出
照
明
鱗
金
は
売

買
代
金
に
偶
勝
争
入
れ
ら
れ
ま

す。

い
ま
す
。

ぬ
入
札
参
お
資
格

繁
栄
鈴
掛
持
品
地
二
弘
一
泊
に
つ
い

て
二
十
万
円
の
入
札
隊
経
金
を

鼓
売
禁
日
ど
総
勢
く
だ
さ
れ
ば

組
制
入
、
法
人
ま
た
は
潟
市
内
外
般

住
者
を
問
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
入

札
に
参
総
で
き
ま
す
。
〈
務
札

句
者
な
か
っ
た
と
き
は
、
入
札

制
聞
紙
金
一
家
お
返
し
し
ま
す
。

@
契
約
の
械
欄
総

持
砕
訂
私
さ
れ
た
方
紋
必
然
党
総

し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
終
合

部
淵
じ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
‘
例

え
ば
佼
泌
総
繍
戒
に
つ
い
て
の
決

定
、
附
静
沈
、
出
関
バ
誌
等
に
つ
い
て

も
今
後
は
悩
関
絞
滋
務
所
が
行
な

い
ま
す
。

輸
関
に
途
ベ
た
よ
う
に
、
い
わ

ゆ
る
綴
設
中
ハ
法
に
基
づ
く
後
綴

は
、
綴
従
事
務
所
で
行
な
い
ま

す
の
で
、
抽
塙
岬
織
な
〈
相
相
談
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
総
後
世
帯
杭
耕
一
燃
は
市
役

所
内
に
設
け
て
あ
9
ま
す
。

都
市
山
町
勤
務
総
註
・

1
・
1
号
線
(
常
務
総
務
総
駅
絡

線
)
も
き
る
ん
ハ
月
十
野
市
長
議
会
土
木
委
員
政
的
関

係
議
泌
総
の
も
と
に
関
滋
品
叫
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

d

な
お
、
悩
凶
鉄
成
田
線
と
本
批
判
駒
開
災
体
点
ゑ
慌
の
時
間
を
ふ
慈

織
と
命
名
い
た
し
ま
し
た
υ

写
真
は
絞
内
仰
の
ナ
!
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
浴
後

輩
す
の
で
、
従
業
員
は
も
れ
な

〈
受
け
て
く
だ
さ
い
む

。
七
月
八
回
H

午
議
十
誇
か
ら

十
二
時
ま
で
や
仙
聞
と
青
年
館

@
七
月
八
日
午
後
一
時
か
ら

午
後
一
一
一
昨
吋
ま
で
布
校
中
学
校

⑤
七
尭
十
六
日
午
前
十
符
か

ら
午
後
ゴ
一
時
ま
で
問
問
問
腕
考

務
動
交
番
間
開
設

品
制
執
官
榊
問
機
の
脚
抄
叫
部
交
番
湾
設

活
動
の
白
面
慨
が
決
ま
れ
ツ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
ず
。

こ
れ
は
、
最
汲
絞
殺
し
て
い

る
新
興
役
宅
地
で
の
凶
際
相
斜
線

等
々
総
仰
ぐ
た
め
で
す
が
、
交
品
衛

疑
義
絞
め
紋
際
が
、
品
議
す
る

人
家
に
つ
い
て
い
け
な
い
た
拾

に
、
移
動
交
番
と
い
う
こ
と
で

柏
崎
域
住
民
の
治
安
緩
絡
に
対
処

ナ
る
わ
け
で
す
。

狭
派
手
潟
で
は
、
四
カ
一
併
で

行
な
い
ま
す
め
で
、
ぜ
ひ
非
議

待
あ
る
い
は
総
総
ど
k
が
あ
き

ま
し
た
ら
ど
利
用
く
だ
き
い
。

制
符
樹
粥
講
習
会

都市計麹街路2. 1. 5~憲章〈湖北台の院本総司監公透かち衆議主主主義子役原線

まで〉が完成しましたG 事君主霊えは‘議る 6月10宮前後、護詩喜義援、国鉄

総主、工事関係翁がf1l>>苦して行なわれ市長は、園長生成Bl主義と主主街終と

の立体交室長の義主著書を間発戸当直滋綴主命名しました。

との衡F告は季語長18需で‘うち3.5mの歩道が湾総につき、歩道にはいお

ようの*が植えられ、務事事重量も設置されておpます。

予言語立によ担現在E量殺ゅの事奇書長および主党主義子駅カ隠に行くにも火3夜便別

になると患われまナ。

命誌
株

幸喜

間
階
級
協
十
米
年
度
肺
付
制
持
嘩
時
期
間

会
ハ
初
心
者
V

が
行
な
も
わ
れ
ま

す
の
で
受
談
品
相
談
の
中
み
は
役
所

食
品
特
商
工
課
へ
出
。
し
込
み
く
だ

F
、。

J
E
L
 

骨
由
申
し
込
み
・
・
由
刀
法

①
大
先
発
以
内
に
僚
影
し
た

豆
一
潟
、
都
問
時
欄
、
上
半
身
ヲ
イ

カ
絞
の
録
文
一
枚
、
印
印
後

②
手
数
料
七
一
闘
田
川

品W

品
中
組
附
書
は
農
林
期
間
T
ム
淡
に

制
問
慾
し
て
あ
9
ま
す
。

事
務
期
間
関
絞

七
月
二
十
川
一
一
路
午
前
八
時

か
ら
年
ふ
後
五
終
一
一
一
十
分
ま
で

流
出
品
市
民
会
総

…………一一〈第三綴書事喜連物認可〉 …一一……… ー ……IA 

線
人
学
級
制
開
設

風
棋
近
、
念
品
開
に
変
わ
h

フ
つ
つ

あ
る
鱒
必
「
銭
柑
知
子
」
を
よ
号

よ
く
瑚
晴
朗
併
す
る
た
め
り
学
期
閣
の

場
が
あ
9
ま
ず
。

出
申
し
込
み
に
よ
ち
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

A
V
掛
端
部
川
網
開
北
ム
日
中
学
校

士
山
な
学
期
間
内
容
は
、
あ
び

こ
の
後
没
者
ぐ
る
た
め
の
史

時
齢
、
問
問
跡
の
絞
殺
、
・
文
学
数

歩
な
ど

や
申
し
込
み
方
法
電
総
八
一
…

尚
一
一
宏
一
番
ま
た
は
ハ
ガ

キ
〈
貌
鈴
子
一
八
五
八
〉
に

て
教
務
総
ぷ
会
紘
会
教
育
係

争
占
申
込
み
期
間
隔

食
品
衛
生
組
合

定

期

検

使

時
叫
柑
尚
子
市
食
品
僻
開
ゑ
組
合
で

は
次
の

R
懇
明
、
後
銭
安
同
行
な
い

七
月
十
三
時




